
令和5年度資料小展示②                               2023.4.30～5.30 

ぬりえ・すごろく・旗ならべ 
  

子供たちは時代の動きに敏感です。子供向けに作成された玩具には、いち早く時代が反映されること

から、時代を映す鏡となります。今月の小展示では近代の玩具をいくつか紹介します。 

 
１．訪欧大飛行記念飛行双六(大阪朝日新聞付録) （内藤家文書 588）  

 

このすごろくは、1925（大正 14）年に、朝

日新聞社の飛行機「初風（はつかぜ）」、「東風

（こちかぜ）」によって行われた「訪欧大飛行」

という冒険飛行をゲーム化したものです。 

2機は東京を出発し、大阪、大刀洗を経た後、

平壌、ハルビンへ。飛行機による初のシベリア

横断を成功させモスクワに到着。その後、ベル

リン、パリ、ロンドン、ブリュッセルの各都市

を経て、目的地ローマに到着しました。総飛行

距離１万 7403 キロ、期間は 95 日間におよび

ました。 

当時、世界中で様々な冒険飛行が行われて

おり、この訪欧大飛行の 2 年後にはリンドバ

ーグが大西洋単独無着陸飛行に成功していま

す。すごろくには、2 機の雄姿と経由した各国

の都市の文物が描かれています。子供たちは、このすごろくで遊びながら、冒険飛行に胸を踊らせつつ、

見たことのない世界の国々に想いを巡らせたことでしょう。 

 

遊び方は少し複雑です。参加者は審判・白号飛行士・紅号飛行士の３者に分かれ、まず、審判が天候と

飛行時間を決めるためにサイコロを振ります。【イ】の表により、3 と 4 は「晴れ」、1 と 2 は曇りで、出

た目の数がその日の飛行時間となります。5と6の場合は雨天で飛行中止です。 

続いて飛行士がサイコロを振り、出た目の数により飛行機の速力を【ロ】の

表で求めます。審判の振った飛行時間と速力とのかけ算で進める数が決まりま

す。晴れと曇りでは速度が異なり、晴れの日の 4 時間飛行で最高の速力 3 なら

ば最大 12 コマ進めることになります。逆に、天候が雨や速力表で飛行中止の場

合は全く進めません。曇りの日の 1 時間の飛行で速力 1 ならば 1 コマです。 

シベリアを横断し、モスクワまで到着したら休憩で、そこからは、モスクワ

から最終到着地のローマまでの到着日数を予想し合うゲームが加わります。 

現在のコンピュータゲームであれば、飛行時間や飛行距離はコンピューター

に自動計算させるのでしょうが、このすごろくでは子供たちが車座になってゲ

ームを囲み、アナログ的なやり方で楽しく遊ぶ姿が思いおこされます。時には

「今のは計算が違う！」などと指摘し合う場面もあったかもしれません。 



 

2．「ぬり絵」 （吉川家文書 23） 
 

昭和 18（1943）年 7 月に日本教育玩具製造株式会社が発売した「ぬり絵」です。カラフルな表紙が印象

的です。ぬり絵の題材にはチューリップ、インコ、郵便ポスト、お手伝いの様子など様々ですが、戦時中

という時代を反映し、兵士の絵もあります。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                     

              

 

3．旗ならべ （堀江静子家文書 314「ゲーム盤」） 
 

おなじみの縦横斜めに○×を先

に 3 つ揃えた方が勝ちとなる 3 目

ならべです。「三はた・三ならべ・

勝利」と題が付けられています。 

下部に、「すじ□（の）とおりせ

んかちにならべた□（ら）大勝利」 

（筋の通り先勝ちに並べたら大勝

利）とあり、○と×の代わりに、旗

を置くようになっています。もと

もとは旗が付属していたのでしょ

うか。あるいは碁石を使って並べ

たのかもしれません。 

作成年代は書かれていませんが、

表紙には明治期の軍人を思わせる

絵が使われています。また、「旗を

置く」からは、戦いの場での制圧・

占領を連想させ、明治期の戦争の

イメージが背景にあるのかもしれ

ません 


